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①防災展示学習ゾーンの展示配置およびイメージ

②宮古市と津波ゾーン（壁面を使った展示のイメージ）

前回の確認

前回開催の市民検討委員会（6/6開催）では、以下の内容について説明を行い、ご意見をいただきました。

③防災展示学習Ｑ＆Ａシステム
情報検索システム



02ご意見に対する検討状況

前回ご意見をいただいた内容については、以下のとおり検討を進めたいと考えております。

ご意見の内容 検討の方向性

バリアフリーに配慮した展示を検討してほしい

単独での見学が難しい方については、係員が付き添って展示を紹介するなど、人的運営によりサ
ポートすることを検討します。

また、視覚や聴覚に障がいのある方への対応としては、情報検索システムに、『バリアフリーガイド
※』の導入を検討します。
※音声、映像を用いて防災展示学習ゾーン全体を紹介できるコンテンツ

Ｑ＆Ａシステムと市ホームページの連動について
防災展示学習ゾーンに足を運んでいただき、ご覧いただくことが市民交流施設としての役割と考え
ます。多くの方に訪れていただけるよう、市ホームページにおいて、わかりやすく市民交流センター
（仮称）の案内ができるように工夫してまいります。

陸と海の濃淡をわかりやすく表現してほしい
今後、航空写真のデータを関係機関から提供いただく予定です。それを基に展示物を作成すること
により、より鮮明に濃淡を表現できるものと考えています。

写真撮影者を付記してはどうか 写真撮影者、提供機関などについて明らかなデータについては、付記するように検討します。

標高の表現を入れてはどうか

地図（方向）に対するご意見について

鮮明な航空写真を素材に使用することで、標高差（地形の起伏）を、認識いただける展示になるよう
に検討します。

地図に関しては展示の目的と効果等を総合的に勘案し、次ページの地図を提案します。



03宮古市と津波 地図方向について

海方向を下に向けた案です。過去の津波の浸水範囲や津波石碑位置等、沿岸部に細かい情報が集中します。

人の目線の高さ近くに、できるだけ情報がくるよう配置を調整しました。

（図、文章、表示内容は今後調整必要。本図は検討図です。）



04デジタルサイネージを活用した展示について



05デジタルサイネージを活用した展示について

本日は、田老地区を例に構成の概要を紹介します。

通路側：グラフィック 展示ケース

東日本大震災-被災と復興-
デジタルサイネージ

東日本大震災で被災した各地区の被災直後の状況と復興の歩みを、より詳細に伝えます。固定のグラフィックだけでは紹介しきれない
地区ごとの情報を、画面の変わるデジタルサイネージ（電子看板）により、見せていきます。
貴重な写真資料に解説文や図版等も加え紹介していきます。
情報の固定化を防ぐため、内容の更新が容易なシステムを選定しています。

2100㎜

900㎜
地区については、被害の大きかった沿岸部を中心に、地図上の位置関係
により、以下の１２地区を想定しています。
①田老 ②崎山 ③鍬ヶ崎・光岸地 ④愛宕・築地 ⑤宮古市街地
⑥藤原 ⑦磯鶏 ⑧藤の川・高浜 ⑨金浜 ⑩津軽石 ⑪赤前・白浜
⑫重茂

窓側：
47インチ程度
デジタル
サイネージ
（109.3cm x 63.9cm）



06デジタルサイネージを活用した展示について

（地図、文章はダミーです）

東日本大震災-被災と復興-

■伝えたいこと

・地区ごとによって違う津波の襲来の様子

・地区ごとの被害状況 等

田老地区
「津波太郎」とも称される田老は、津波との闘いの歴史を刻
んできました。昭和三陸地震の津波で壊滅的な被害を受け
た田老では、津波から市街地を守るため、その翌年から44年
の歳月をかけ、高さ10.65m、総延長2,433mの防潮堤を建設
しました。
その田老を東日本大震災津波が襲いました。津波は、湾口
で巨大な水柱を上げながら湾内に進入し、15時14分に防潮
堤を乗り越えました。市街地が水で覆われ、波が治まった15
時19分、田老は一瞬の静寂に包まれました。

デジタルサイネージ（サンプル画面）

津波が襲ったあとのまちは、目を疑う光景でした。一面の
がれきの山と化した田老地区。この津波被害により、田老
地区では約１千３百人が避難生活を余儀なくされました。
見渡す限りのがれきの山のなかで、唯一の面影を残した
建物が、のちに津波遺構として保存整備される「たろう観光
ホテル」です。
６階建てのホテルは４階まで浸水し、想像を超えた津波
の爪痕が目の前に広がっていました。

■伝えたいこと

・被災後の地区ごとの様子 （損壊状況、被害）

・地区ごとの避難状況 等

過去幾多の津波により被害を受けた田老地区。しかし、
先人たちは不屈の精神で乗り越えてきました。
地区住民が主体となり、地区復興まちづくり計画を策定。
防災集団移転促進事業による高台移転（約25.5ha）及び
土地区画整理事業(約19ha)の整備計画をとりまとめ、復
興にむけて着実に歩み始めました。

田老地区

■伝えたいこと

・地区ごとの復興への取り組み

・復興事業の様子 等

田老地区

H27.11月 宅地完成時の航空写真

三王団地現場見学会

2015年11月22日、高台移転団地の整備完了と感謝の
気持ちを発信する「田老まちびらき記念式」を挙行しました。
甚大な被害を乗り越え、歩み出した田老地区。
宅地整備等による「すまいの再建」とあわせて、道の駅や
復旧した野球場を中心に多くの人々が集まり、賑わいが
生まれる街。

新しい街「田老」が始まっています。

田老地区

・新しい街の紹介

・復興を象徴するトピック 等

■伝えたいこと


